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再生産理論にお ける 「表象」概念

一ブル デ ュ
ー 「ハ ビ トゥ ス j 概念 を手がか りに

一

　　　　　　　　　　　　　　　　　秦野伸介 （京都大学大学院）

0． は じめ に

　社会学にお い て 、 主観主義対客観主義の 対立 、

あるい は個人 と社会の 関係 とい う問題は絶えず

議論し続けられて い る。 そ して こ うした議論は 、

個人 も祉会 も相互 に相対的に 自律 した シ ス テ ム

で ある とい う前提 を共有 して い るの で 、解決 さ

れ るこ ともなく持続する こ とに なる 。

一方 で こ

うした対立 を乗 り越 えよ うとする議論 もブル デ

ュ ・一一
、 ギデ ン ズ など数多い

。 本報告の 目的は 、

その 中で ブル デ ュ
ーの 議論を中心 に取 り上げ 、

再検討す る中で 、 先の 問題 を巡 る
…
般 的な解決

の 方途を批判す る こ とで ある。 まず は じめに 、

ブ ル デ ュ
ー理論の 鍵概念 とされ るハ ビ トゥ ス 概

念を軸に した 二 項対立の 乗 り越えの試み を批判

的に検討す る 。
ハ ビ トゥ ス 概念の 経験的研究 に

対する意義は留保す る として 、 果た して こ の 概

念が主 客を統合す る試 み の 中で 有効た り うるか 、

とい う問い か けである。

　 本報告で は、ブル デ ュ
ーの 二 項対立乗 り越 え

の試 みの 中心 に ハ ビ トゥス 概念をお くこ とをや

め、それ とは異なっ た枠組み をブル デ ュ
ー

の 理

論か ら見い だ し 、 提示す る こ とを 目指 す 。

1．　 「表象」 と 「構造」 の 統合

　ブル デ ュ
ーに とっ て二 項対 立の 乗 り越 えは く

客観化の 客観化〉 とい うス ロ
ーガ ン に よ っ て 目

論まれ る 。
つ ま りブル デ ュ

ー
は 、 出発点にお い

て は 「客観主義」 の 立場 に立ち、そ こ に 主観
一

行為者の 表象 一を理論的 に統合 し て い くとい う

方 向性 を 目指 して い る よ うだ 。

　ブル デ ュ
ー

は 彼の （祉会学の ）対象た る 「祉

会亅 を主観的意味 と客観的構 造 の 二 重性 を持 っ

た もの として 捉え、両者の いずれをも
一

方の 意

味に還元す るこ となく説明 しよ うと試 み る。 も

し 、 客観的構造の 存在 をは じめに宣言 して しま

うこ とが で きたな ら、主観的意味は直ちに客観

的関係 を正統化する とい う 「客観的」 意味が付

与 され るこ とに なる だ ろ う。 ブル デ ュ
ーの く 誤

認
一承認 〉 とい う語 り口 か らは、こ うした 「真

の 」 客観的意味 の 存在 とその 隠蔽 ＝ 正 統化作用

と して の 主観的意味の 立ち上 が り 、 とい う説明

で 完結 して い る よ うに も見 え る 。 しか し 、
ブル

デ ュ
ーは あくまで も客観的構造をア プ リオ リに

措定す る理論 に対抗 して 理 論構築を行 っ て い る

の で ある 。

　ブル デュ
ーが 目論んだプ ラ ン は明快で あ る。

議論の 帰着点 を 、 主観 ・表象か ら切 り離 された

客観的構造におかず 、 主観主義的な現実 ・表象

を取 り入れ た新た な構造におこ うとす るの で あ

る 。

　 こ の 全体的な構造 をブル デ ュ
ーは社会空間 と

呼ぶ 。 この社会空間における主観 ・表象 と客観 ・

構造 との連関が課題 と して 設 定され るこ とに な

るわ けで ある 。

2，　 「構造」 → 「表象」 ？

　ブル デ ュ
ーの 社会空聞の 構造に 関す る もっ と

も
一

般的な理解は以下の モ デル に よ っ て ま とめ

られ るで あろ う。

　社会 空間におい て、諸行為者の 表象は 、 客観

的構造に よっ て構造化 され た ハ ビ トゥ ス に従 っ

て産出され る 。 そ して 逆に 行為者の 表象を生み

出す こ とで ハ ビ トゥス は構造化す る構造 として

客観的構造に作用 して い く 。
こ の 場合、ブル デ

ュ
…

の 客観的構造 とハ ビ トゥ ス の 関係 にお ける

基本 図式 は以 下の よ うなもの となる 。
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［図］

客観的構造 → ハ ビ トゥス → 行為者の 表象

　　↑　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

　社会 （客観的構造） と個人 （ハ ビ トゥ ス ）の

二 つ の シ ス テ ム の 相互 作用 、こ う した図式に基

づ く二 元論の 「乗 り越え」 の 試 み 自体は何 ら目

新 しい 物で は ない 。 もしこ うした図式 こ そが重

要なの で あれば、ブル デ コ．一 ・ギデ ン ズ を待 た

ず ともパ ー ソ ン ズ さらには ウェ
ーバ ーか らで も

同様 の 図式 を抽出す る こ とは何 ら困難な こ とで

は ない の で ある 。

　な らばブル デ ュ
ーの ハ ビ トゥ ス 概念の 意義は

どこ にあ るの か 。 ハ ビ トゥ ス 概念は
一

見、決定

論的な客観主義理 論に対す る批 判概念 と して 、

理 論的 に概念づ け られ て い る よ うに も見える 。

しか しブル デ ュ
ー

は ハ ビ トゥ ス が い か なる手順

に よっ て 、い か なるもの と して 形成 され るの か 、

そ の メカ ニ ズ ム に つ い て 、 必ず しも理論的に説

明 して い るわ けで は な い の で あ る 。

　ブル デ ュ
ーは ハ ビ トゥ ス 概念をむ しろ彼の経

験的な研 究か ら引き出 して い る 。 職業や収入、

学歴 とい っ た個人的な属性 と、趣味、志向とい

っ た個人 的な行動の 対応が統 計的 、 経験的 レ ベ

ル で 「発見」 された とき 、 は じめてハ ビ トゥス

とい う概念が措定 され るの である 。 理 論的に言

えば、ハ ビ トゥ ス なる概念 が構造の 再生産 を保

証 して くれ るの で は なく、逆に構造が経験的 レ

ベ ル で現 に再生産 されてい る とい う事態を 「個

人」 の 側で 言 い 換 えた概念 がハ ビ トゥス な の で

あ る。

　そ うで ある な らば 、　 「客観的構造が ハ ビ トゥ

ス を生 みだ した」 とい う先の 図式はい まだ理論

的に何 ら説明 された もの では ない こ とにな る 。

これは ブル デ ュ
ーの 理 論上 の 欠 陥 と言 うべ きで

あろ うか 。
ハ ビ トゥ ス とい う概念 によっ て社会

空 間内の 循環 を説明 しよ うとす る 限 り 、 そ うだ

と雷え るだ ろ う。

　しか し こ の モ デル は 1． で 示 した客観的構造

を前提 と して おい て しまわ ない とい う課題 をそ

もそ も最初か ら裏切 っ て しま うこ とにな る。だ

か らブル デ ュ
ーが客観的構 造か らハ ビ トゥ ス を

説 明せず に、逆に個人 の レ ベ ル の 、経験的な観

察結果か ら導 き出 したの は 、 彼 の 議論の 流れ に

おい て は全 く自然なこ となの で あ る 。 す る とブ

ルデ ュ
ーの 理 論にお い て ハ ビ トゥス 概念の 役割

は先の 図式 とは異なっ た もの とな らざるを得な

い 。 ハ ビ トゥス 概念は 、客観的構造 と個人的主

観 ・表象の 連 関の 内部に あ るの で はな くて 、客

観的構造 と個人的主観 ・表象を含 み込ん だ社会

空間の 存在 を発見 し 、 記 述す るイ ン ター フ ェ イ

ス として の役割を果たすこ とに なるの で ある 。

3．　 「表象」 か ら構造へ

　 「表象 representation」 とい う言葉の なか には

もともと背後の構造を想定 し、その構造が認識

可能な世界 に再現前 representation され る とい う

論理 を含ん で い る 。 しか しかか る論理 は構 造を

は じめに 、 絶対的なもの として 措定して しま う

とい う理 論的難点を もっ こ とに なる 。
こ こ にお

い て表象概念の組み替えが要請 され るの で ある 。

そ して こ の 試 みはア ル チ ュ セ ール の 「構造的因

果論」 の なかですで にな されて い た 。

　も しブル デ ュ
ーが ［図］の 論理 の 中で ハ ビ トゥ

ス 概念を論 じるの だ とすれ ば、ま さしくあの 「表

象 ＝ 再現前」 の 論理 の 中に入 り込んで い くこ と

に なる。 しか しブル デュ
ーが現実に ハ ビ トゥ ス

概念を記 述 した手続きは よ り慎重 な もの で あ っ

た 。 そ して ブル デ ュ
ーが実際 にや っ て 見せ た手

順は 、ア ル チ ュ セ
ー

ル の 「構造的因果性」 の 論

理 を経験的な次元で 応用 した もの だ っ たの で あ

る。 発表で はこ の 点 に 関 して 、 よ り詳細 に論 じ

る 。
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